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１．総 括 

国内では、３年前から長引く新型コロナウイルス感染症からの社会経済活動の正

常化が進みつつある中、ロシアによるウクライナへの侵攻などによる世界的なエネ

ルギー・食料価格などの高騰、金融引き締めなどによる欧米各国の景気後退懸念、

国内経済においても円安や資源高などによる物価高騰があるなど、先行きが不透明

な状況にある。 

令和４年６月、第二野の花学園で利用者・職員の約４５人、同年８月には再び第

二野の花学園で約１６人からなる２度目の新型コロナウイルス感染症による集団

感染が、同月、第一野の花学園においても約２４人規模の集団感染が発生したとこ

ろである。職員は職種の枠を超え、昼夜、献身的に入所利用者に寄り添い、懸命の

支援にあたった。ほぼすべての事業所からの感染報告が日々あるなど、この１年で

約３７６名に上る感染者があった。 

このような大変厳しい経営環境の中ではあったものの、令和４年度の本法人の収

益の柱であるコア事業収入は２７億２００万円と順調に収入を伸ばし、令和３年度

は２５億３，３００万円、令２年度は２４億５，８００万円、令和１年度は１９億

４，４００万円となり、法人の事業活動は今なお拡大傾向にある。 

現状は、何とか事業の拡大と安定経営が維持されているが、将来展望は必ずしも

バラ色と浮かれる訳にはいかない。よく言われる少子高齢化の伸展による社会保障

費の膨張に起因する報酬改定の伸び悩み、更には福祉を支える人材の確保の問題が

悲観的な見方に拍車をかけている。 

なお、今年度は新規事業所の開設はなかったが、来年度に新規事業として立ち上

げる次の事業の準備は順調に進み、予定どおり開所できる見込みが立ったところで

ある。 

（１）第八野の花学園 生活介護事業 定員２０名 令和５年４月１日開所 

（古賀市花鶴丘 2-1） 

（２）第九野の花学園 生活介護事業 定員２０名 令和５年７月１日開所 

（福岡市南区柳瀬 2-3-3） 

（３）福岡市立中央障がい者フレンドホーム 身体障がい者福祉センターＢ型事業 

令和５年７月１日開所 （福岡市中央区舞鶴 1-4-13（合築施設）） 

 

２．会議等の開催 

（１ 評議員会 年１回（決議省略） 

評議員８人 

林  宗一 （野方菱光株式会社 代表取締役） 

高須賀 徹 （高須賀 徹税理士事務所 税理士） 

久保美代子 （愛宕校区自治協議会・愛宕校区民生委員児童委員協議会） 

三好 正信 （宗教法人 金龍寺 住職） 

小林 秀幸 （株式会社 インテリジェンスキーマン 代表取締役） 

合原佳登理 （社会福祉法人大野城市社会福祉協議会 常務理事） 

川上 康男 （社会福祉法人筑前町社会福祉協議会 会長） 



西嶋  聖 （一般社団法人福岡青年会議所 理事長） 

（令和４年６月３０日就任） 

退任 

彌登 義明 （前 一般社団法人福岡青年会議所 理事長） 

（令和４年６月２９日退任） 

 

（１）定時評議員会：令和４年６月３０日（木） 

（決議の省略により評議員会の決議があったものとみなされた日） 

     ※新型コロナウイルス感染症対策のため 

同意書提出者：評議員８人中８人 

議事録作成者：福田 量 

〔協議〕 

第１号議案  令和３年度事業報告の件 

  第２号議案  令和３年度収支決算及び監査報告の件 

  第３号議案  福岡市立指定管理施設公募に係る応募の件 

  第４号議案  主たる事務所及び事業所移転の件 

第５号議案  定款変更の件 

 

（２ 理事会 年２回（うち、決議省略２回） 

理事７人 

理事長  福田  量（医療法人社団福光会 会長） 

常務理事 喜久 正和（社会福祉法人野の花学園 事務局長） 

理 事  岩城 和代（岩城法律事務所 弁護士） 

理 事  太田 輝幸（九州勧業株式会社 代表取締役会長） 

理 事  白川 祐治（アネーラ税理士法人 会長） 

理 事  佐藤  晃（西日本新聞民生事業団 理事・事務局長） 

理 事  堤  正直（社会福祉法人野の花学園 西第１地区統括施設長） 

 

監事２人 

菊池 武彦（菊池会計事務所 公認会計士） 

諌山 達海（諌山税理士事務所 税理士） 

 

（１）第１回理事会：令和４年６月１５日（水）  

（決議の省略により理事会の決議があったものとみなされた日） 

    ※新型コロナウイルス感染症対策のため 

同意書提出者：理事７人中７人 

    確認書提出者：監事２人中２人 

議事録作成者：福田 量 

〔協議〕 

１．令和３年度事業報告の件 

２．令和３年度収支決算及び監査報告の件   

３．評議員選任・解任委員会委員交代の件   

   ４．評議員交代の件   

５．福岡市立指定管理施設公募に係る応募の件  

６．主たる事務所及び事業所移転の件 

７．定款変更の件 



８．諸規程改正の件 

９．令和４年度第１回定時評議員会開催の件 

 

（２）第２回理事会：令和５年３月２７日（木）  

（決議の省略により理事会の決議があったものとみなされた日） 

    ※新型コロナウイルス感染症対策のため 

同意書提出者：理事７人中７人 

    確認書提出者：監事２人中２人 

議事録作成者：福田 量 

〔協議〕 

１．令和４年度補正予算の件 

２．令和５年度事業計画の件   

３．令和５年度収支予算の件   

   ４．経理規程第６６条による随意契約の件   

５．定款施行細則改正の件 

６．キャリアサポート天神の自立訓練、就労定着支援事業開設の件 

７．新規事業所開設の件 

（１）第八野の花学園 

（２）第九野の花学園 

（３）福岡市立中央障がい者フレンドホーム 

８．施設長人事の件 

 

（３ 評議員選任・解任委員会 年１回（決議省略） 

外部委員：横尾 和彦（元 社会福祉法人野の花学園 理事・評議員） 

委員：古川慎太郎（社会福祉法人野の花学園 相談支援事業部 施設長） 

委員：阪本 光紀（社会福祉法人野の花学園 総合施設長） 

（令和４年６月１５日就任） 

監事：諌山 達海（諌山税理士事務所 税理士） 

 

（１）令和４年６月１６日（木） 

（書面審議により承認があったものとみなされた日） 

※新型コロナウイルス感染症対策のため 

承認書提出者：委員４人  

議事録作成者：福田 量 

〔協議〕 

１．評議員の交代に伴う新評議員の選任の件  

  

（４ 会計監査・業務監査（年５日） 

監事 菊池武彦、諌山達海 

令和４年５月５日（木）なのみ学園、スポセン、第三、まどか、ちくぜん、 

就業・ちくし、つくしぴあ 

５月 ７日（土）第二学園拠点 

５月１４日（土）第一学園、志摩日々菜々、富楽和、西フレンド 

児童発達支援拠点（１日目） 

５月１６日（月）第一学園、志摩日々菜々、富楽和、西フレンド 

児童発達支援拠点（２日目） 



 ５月１７日（火）本部、ふよう、五灯館大学校、キャリサポ福岡・天神、 

就業・野の花、早良フレンド 

 

３．実施事業等 

（１ 第一種社会福祉事業 

（１）障害者支援施設 第一野の花学園 

①日中活動支援： 

生活介護（定員６０名）、自立訓練（定員１０名）、就労継続Ｂ型（定員２４

名） 

②生活支援： 

施設入所支援（定員６０名）、 

③短期入所（定員６名） 

 

（２）障害者支援施設 第二野の花学園 

①日中活動支援： 

 生活介護（定員６５名）、就労継続Ｂ型（定員５０名） 

②生活支援： 

施設入所支援（定員７０名） 

③短期入所（定員６名）  

 

（３）救護施設野の花（定員５０名） 

 

（２ 第二種社会福祉事業 

（１）障害福祉サービス事業 

①共同生活援助事業 

（第一野の花学園グループホーム１３か所５８名、第六野の花グループホー

ム１か所１７名、グループホーム東３か所８名、フラワー３か所１９名） 

②居宅介護事業（ヘルパーステーション野の花） 

③キャリアサポート福岡・天神（五灯館大学校専門課程本校を兼ねる） 

（就労移行支援 福岡２０名、天神１０名、就労定着支援 利用者数２０人以下） 

④第三野の花学園（就労継続Ｂ型 定員２５名、就労移行 定員１５名、 

就労定着支援 利用者数２０人以下） 

⑤障害福祉サービス事業所ちくぜん野の花 

（就労継続Ｂ型 定員２５名、就労移行 定員１５名、就労定着支援 利用者数

２０人以下） 

⑥福岡市立ふよう学園 

（就労継続Ｂ型 定員４２名、就労移行 定員１２名、自立訓練 定員６名） 

⑦福岡市立なのみ学園 

（就労継続Ｂ型 定員４２名、就労移行 定員１２名、自立訓練 定員６名） 

  ⑧大野城市障がい者支援センターまどか・ゆいぱる 

（就労継続Ｂ型 定員１０名、生活介護 定員２０名） 

  ⑨五灯館大学校基礎課程本校（自立訓練 定員２０名） 



⑩志摩日々菜々（就労継続Ｂ型 定員２０名） 

⑪児童発達支援センター野の花（定員３０名） 

⑫障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花 今津）定員１０名 

⑬障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花 姪浜）定員１０名 

⑭障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花下大利）定員１０名 

⑮障害児通所支援事業（放課後等デイサービス第六野の花 定員１０名 

⑯障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花野芥）定員１０名 

⑰野の花富楽和で自立生活援助フラワー（自立生活援助事業） 

⑱野の花富楽和で自立訓練ＦＬＯＷＥＲ（自立訓練（生活訓練）事業） 

定員２０名 

（２）身体障がい者福祉センター事業 

  ①身体障がい者福祉センターＡ型（福岡市立障がい者スポーツセンター） 

  ②身体障がい者福祉センターＢ型（福岡市立早良障がい者フレンドホーム） 

  ③身体障がい者福祉センターＢ型（福岡市立西障がい者フレンドホーム） 

 

（３）相談支援事業 

①指定相談支援事業（福岡市西区第２障がい者基幹相談支援センター） 

②指定相談支援事業（障がい者ライフサポートセンター野の花中央） 

 ③指定特定相談支援事業（大野城市障がい者支援センター） 

④指定相談支援事業（フラワー） 

⑤指定特定相談支援事業（障がい者ライフサポートセンター野の花西） 

⑥障害者就業・生活支援センター事業 

障害者就業・生活支援センター野の花 

障害者就業・生活支援センターちくぜん 

障害者就業・生活支援センターちくし 

  ⑦生活困窮者に対する相談支援事業（救護施設野の花） 

 

 （４）地域生活支援事業 

   ①移動支援事業（ヘルパーステーション野の花） 

   ②日中一時支援事業 

（第一野の花学園（定員６名）、第二野の花学園（定員６名）） 

   ③地域活動支援センター（筑紫地区地域活動支援センター） 

 

（３ 公益事業 

（１）地域生活総合支援センター「支援センター今津」 

（２）地域生活総合支援センター「支援センター夜須」 

（３）障害者雇用納付金関係助成金要領における職場適応援助者支援事業（独立行

政法人高齢・障害者雇用支援機構：ジョブコーチ） 

（４）生の松原特別支援学校放課後等支援事業 

（福岡市委託事業：児童発達支援地区） 

（５）福岡市西区第２障がい者基幹相談支援センター 

 



（４ その他の事業（委託・補助事業・単独事業等） 

（１）障害支援区分認定調査事業  

（２）福岡県障害児等療育支援事業（第二野の花学園） 

 

５．会議 

（１ 管理者会議 

常務理事及び施設長を構成メンバーに毎月１回を定例とし、令和４年度は１３

回開催した。  

 

（２ 経営企画会議 

常務理事及び施設長を構成メンバーに毎月１回を定例とし、令和４年度は１０

回開催した。 

 

６．人材育成への取り組み 

  職員としての資質とサービスの質の向上を目的とした内部研修会等を自主企

画・実施した。 

 

（１ 役職昇格者辞令交付式 令和４年４月２日（土）１０：００ 

於 福岡市市民福祉プラザ １階 ふくふくホール 

 

（２ 入 職 式 令和４年４月２日（土）１０：００ 

於 福岡市市民福祉プラザ １階 ふくふくホール 

 

（３ 新入職員入職時研修会 令和４年４月２日（土）  

於 福岡市市民福祉プラザ １階 ふくふくホール 

 

（４ 職員研修会 全５回開催 

※新型コロナウイルス感染症予防対策により回数減・規模縮小 

新規採用職員研修 

臨時職員研修（新規採用職員） 

９：００～１７：３０ 於 障がい者スポーツセンター 受講者１５名程度 

 

（５ 野の花学園合同研修会  ※新型コロナウイルス感染症予防対策により中止 

 

（６ 永年勤続表彰 

 ３０年 小方 国恵（西区第２障がい者基幹相談支援センター センター長） 

  

 ２０年 古川慎太郎 

（中央第１統括施設長・障害者就業・生活支援センター野の花 センター長） 

阪本 光紀（総合企画室長・総合施設長） 

平山 裕一（南第１統括施設長・第三野の花学園施設長） 

小泉 栄治（第五野の花学園 施設長） 

熊谷 あい（第二野の花学園 施設長） 

   

 １０年 永島 千絵（第一野の花学園 支援係長）  



佐藤 理奈（放課後等デイサービス野の花 下大利 支援主任） 

隠塚 祐樹（南・筑紫地区事務本部 事務主任） 

 

７．野の花学園後援会との連携 

長年にわたり当法人を側面から支援していただいている後援会との連携強化

を図り、施設運営についての理解を深めてもらうことに努めた。 

（１ 後援会会員への情報提供 

法人の広報紙「野の花だより」に後援会の記事欄を設け、行事案内等を行った。 

（２ 後援会が行う事業への支援  

  （１）春のつどい ※新型コロナウイルス感染症予防対策により中止 

（２）第９回野の花学園チャリティーゴルフ大会 

（１１月１１日(金)８：００ 於 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ） 

 

８．各種団体との連携と参画 

法人及び施設の上部組織等を中心に、各種委員会、研修会、行事等へ参加するこ

とにより連携を図ることに努めた。 

（１ 日本知的障害者福祉協会 

（１）九州地区知的障害者福祉協会 

（２）福岡県知的障がい者福祉協会 

（２ 福岡県社会福祉協議会 

（３ 福岡県社会福祉法人経営者協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 令和４年度法人単位資金収支計算書 要約(第一号第一様式) 
 ＊内部取引を除く    

 勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 

1 事業活動による収支       

2   事業活動収入計  (1) 2,688,902,000 2,702,126,748 △13,224,748 

3   事業活動支出計  (2) 2,400,763,000 2,380,137,345 20,625,655 

4 事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 288,139,000 321,989,403 △33,850,403 

5 施設整備等による収支       

6   施設整備等収入計 (4) 96,210,000 7,260,440 88,949,560 

7   施設整備等支出計 (5) 191,912,000 193,222,755 △1,310,755 

8 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △95,702,000 △185,962,315 90,260,315 

9 その他の活動による収支       

10   その他の活動収入計(7) 431,518,000 1,430,267 430,087,733 

11   その他の活動支出計(8) 444,756,000 13,503,411 431,252,589 

12 その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) △13,238,000 △12,073,144 △1,164,856 

13 予備費支出  (10)   -   

14 
当期資金収支差額合計

(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 

179,199,000 123,953,944 55,245,056 

15 前期末支払資金残高(12) 1,743,503,000 1,743,503,374 △374 

16 当期末支払資金残高(11)+(12) 1,922,702,000 1,867,457,318 55,244,682 

 

 

 

 

２ （３期比較）法人単位資金収支計算書 要約(第一号第一様式) 
 ＊内部取引を除く     

 勘定科目 令和 2 年度  令和 3 年度(B) 令和 4 年度(A) 前年度比増減

(A)-(B) 

1 事業活動による収支        

2   事業活動収入計  (1) 2,458,115,838 2,533,581,762 2,702,126,748 168,544,986 

3   事業活動支出計  (2) 2,084,726,671 2,168,061,069 2,380,137,345 212,076,276 

4 事業活動資金収支差(3)=(1)-(2) 373,389,167 365,520,693 321,989,403 △ 43,531,290 

5 施設整備等による収支         

6   施設整備等収入計 (4) 1,114,890,265 4,222,228 7,260,440 3,038,212 

7   施設整備等支出計 (5) 1,255,997,272 97,209,136 193,222,755 96,013,619 

8 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △141,107,007 △92,986,908 △185,962,315 △ 92,975,407 

9 その他の活動による収支         

10   その他の活動収入計(7) 23,342,691 1,311,967 1,430,267 118,300 

11   その他の活動支出計(8) 11,113,164 14,917,103 13,503,411 △ 1,413,692 

12 
その他の活動資金収支差額

(9)=(7)-(8) 

12,229,527 △13,605,136 △12,073,144 1,531,992 

13 予備費支出  (10) - - -   

14 
当期資金収支差額合計

(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 

244,511,687 258,928,649 123,953,944 △ 134,974,705 

15 前期末支払資金残高(12) 1,240,063,038 1,484,574,725 1,743,503,374 258,928,649 

16 当期末支払資金残高(11)+(12) 1,484,574,725 1,743,503,374 1,867,457,318 123,953,944 

 

 

 

 

 

 

 



３ （３期比較）法人単位事業活動計算書 要約(第二号第一様式) 
＊内部取引を除く 

  勘定科目 令和 2 年度 令和 3 年度(B) 令和 4 年度(A) 増減(A)-(B) 

1 サービス活動増減の部         

2 
 

サービス活動収益計  (1) 2,433,582,622 2,511,533,264 2,679,944,670 168,411,406 

3   サービス活動費用計  (2) 2,160,825,501 2,273,511,706 2,466,982,458 193,470,752 

4 サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 272,757,121 238,021,558 212,962,212 △25,059,346 

5 サービス活動外増減の部         

6   サービス活動外収益計 (4) 24,533,216 22,048,498 22,182,078 133,580 

7   サービス活動外費用計 (5) 20,314,093 21,218,331 22,795,556 1,577,225 

8 サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 4,219,123 830,167 △613,478 △1,443,645 

9 経常増減差額     (7)=(3)+(6) 276,976,244 238,851,725 212,348,734 △26,502,991 

10 特別増減の部         

11   特別収益計      (8) 8,377,286 4,890,288 2,694,200 △2,196,088 

12   特別費用計      (9) 140,836,296 6,024,648 2,935,086 △3,089,562 

13 特別増減差額    (10)=(8)-(9) △132,459,010 △1,134,360 △240,886 893,474 

14 
税引前当期活動増減差額

(11)=(7)+(10) 

144,517,234 237,717,365 212,107,848 △25,609,517 

15 法人税、住民税及び事業税(12) 355,300 420,100 306,100 △114,000 

16 法人税等調整額    (13)         

17 
当期活動増減差額   

(14)=(11)-(12)-(13) 

144,161,934 237,297,265 211,801,748 △25,495,517 

18 繰越活動増減差額の部         

19 前期繰越活動増減差額 (15) 1,297,301,297 1,453,736,468 1,677,131,385 223,394,917 

20 
当期末繰越活動増減差額

(16)=(14)+(15) 

1,441,463,231 1,691,033,733 1,888,933,133 197,899,400 

21 基本金取崩額     (17)         

22 その他の積立金取崩額 (18) 22,273,237 0 0 0 

23 その他の積立金積立額 (19) 10,000,000 13,902,348 12,996,531 △905,817 

24 
次期繰越活動増減差額 

(20)=(16)+(17)+(18)-(19) 

1,453,736,468 1,677,131,385 1,875,936,602 198,805,217 

 

４ 令和４年度法人単位貸借対照表 要約(第三号第一様式) 
＊内部取引を除く 

 資産の部 負債の部 
   令和４年度末 令和３年度末 増減   令和４年度末 令和３年度末 増減 

1 流動資産 2,045,520,387 1,899,708,656 145,811,731 流動負債 287,017,190 249,426,282 37,590,908 

2                 

3         固定負債 1,794,453,610 1,868,648,300 △74,194,690 

4 固定資産 2,654,399,670 2,631,733,255 22,666,415         

5 基本財産 2,173,423,156 2,269,841,416 △96,418,260         

6 
その他の固

定資産 

480,976,514 361,891,839 119,084,675         

7         負債の部合計 2,081,470,800 2,118,074,582 △36,603,782 

8         純資産の部 

9         基本金 311,444,126 311,444,126 0 

10 
        国庫補助金等特別

積立金 

297,901,500 304,621,320 △6,719,820 

11         その他の積立金 133,167,029 120,170,498 12,996,531 

12 
        次期繰越活動増減

差額(法) 

1,875,936,602 1,677,131,385 198,805,217 

13 
        （うち当期活動増

減差額）（法） 

211,801,748 237,297,265 △25,495,517 

14 
        純資産の部合計

（法） 

2,618,449,257 2,413,367,329 205,081,928 

15 
資産の部合

計 

4,699,920,057 4,531,441,911 168,478,146 負債及び純資産の

部合計（法） 

4,699,920,057 4,531,441,911 168,478,146 



 

５ 借入金の状況 
     （借入先内訳）  

 拠 点 
令和 5 年 3 月 31

日残高 

うち、令和 5 年度返

済予定額 
  福祉医療機構 福岡銀行 

西日本シティ

銀行 

法人全体 1,853,895,800 77,208,400   953,796,000 553,629,000 346,470,800 

野の花富楽和 364,685,800 15,386,400   282,056,000 66,101,000 16,528,800 

第一学園 1,086,879,000 33,474,000   622,200,000 276,574,000 188,105,000 

第二学園 281,465,000 19,598,000   49,540,000 147,458,000 84,467,000 

志摩日々菜々 7,148,000 744,000   0 7,148,000 0 

児童発達 112,696,000 6,984,000   0 56,348,000 56,348,000 

五灯館大学校 1,022,000 1,022,000   0 0 1,022,000 

合 計 1,853,895,800 77,208,400   953,796,000 553,629,000 346,470,800 

 

 

 

６ 職員数（令和５年３月３１日現在） 
    人 

  合計 正規 嘱託 臨時 

職員数 444 280 21 143 

常勤換算数 384.85 280 21 83.85 
嘱託医を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 


